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1. 概要 

 平成 30 年 6 月 29 日（金）高知会館におい

て、平成 29 年度技術士第二次試験合格者祝賀

会（高知会場）及び第 57 回 CPD セミナー・

公開講座を開催しました。出席者は、次の通

りです。 
開会・CPD セミナー：87 名 
公開講座：160 名 
合格者祝賀会：59 名 

表 1 プログラム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. 開会 

2.1 開会挨拶 
 四国本部 古野隆久本部長の挨拶で始まり

ました。 

 
写真 1 古野本部長の挨拶 

2.2 日本技術士会の紹介 
 四国本部 小川事業委員より日本技術士会

の紹介がありました。 

 
写真 2 小川委員による四国本部の

紹介 

１．開  会  14:30～15:20 
（１）開会挨拶           14:30～14:40 
   （公社）日本技術士会四国本部 
       本部長 古野 隆久 
（２）四国本部の紹介    14:40～15:00 
       事業委員 小川 修 
（３）青年技術士会の紹介 15:00～15:20 
       青年技術士交流委員 
        片岡 寛志 
 
２．CPD セミナー 15:20 ～ 16:20 
演  題 「技術者倫理に関するセミナー」 
講  師  横山 成郎氏 

（四国本部倫理小委員会委員） 
 

（休憩 16:20～16:30） 
 
３．公開講座 16:30～18:00  
演  題 「工法革命～インプラント工法で世
界の建設を変える～」 
講  師  北村 精男氏 

（株式会社技研製作所 代表取締役社長） 
 

（休憩 18:00～18:10） 
 
４．祝賀会 18:10 ～ 20:10 

司会：西川準二・明坂宣行 



 四国本部紹介の後、平成 29 年度技術士第二

次試験合格者 7 名に壇上に上がっていただい

て一言ずつ挨拶していただきました。 

 
写真 3 合格者 7 名の紹介 

2.3 青年技術士会の紹介 
 四国本部 片岡青年技術士交流委員より青

年技術士会の紹介がありました。 

 
写真 4 片岡委員による青年技術士

交流会の紹介 

3. CPD セミナー 
「技術者倫理に関するセミナー」と題し横

山成郎四国本部倫理小委員会委員より講演を

いただきました。 
近年の技術者倫理に違反している事例説

明・技術者倫理の大切さ・反した場合の社会

への影響の大きさ・定義等、分かりやすく熱

心に講演していただきました。 
 

 
写真 5 横山委員による講演 

4. 公開講座 

 「工法革命～インプラント工法で世界の建

設を変える～」と題し、株式会社技研製作所

北村精男代表取締役社長より講演をしていた

だきました。 

．写真 6 北村精男社長 

 
写真 7 会場いっぱいの聴講状況 

 



 
写真 8 質問する山本副代表幹事 

 高知県内の技術士関係の講座で、一部上場

企業の代表取締役社長に講演していただくの

は初めてです。また、北村社長は、講演等を全

て断っているそうですが、今回は、聴講者が

技術士ということで、面白いと思って引き受

けたと話されました。北村社長にとっても初

めての講演ということです。 
聴講者が 150 名を超えたことも、高知県内

の技術士関係の講演では初めてで、北村社長

の講演を聞くために多くの技術者が来てくれ

ました。 
 講演は、創業して約 50 年経ち、一部上場企

業となった北村社長の技術者・研究者・経営

者としての熱い思いが語られる貴重な講演と

なりました。 
 聴講者も熱心に聞き入り、あっという間に

講演が終わった気がします。 
 公演後には、多くの質問が寄せられ、北村

社長から時にはユーモアあふれる回答があり、

大盛況の中、講演は終了しました。 
5. 祝賀会 

 四国本部 右城副本部長の挨拶・乾杯で祝

賀会が始まりました。 
 祝賀会は、北村精男社長、新規合格者 3 名

も参加していただきました。 
 

 
写真 9 右城副本部長の挨拶 

 
写真 10 祝賀会状況 

 祝賀会は、飲んで食べて和気あいあいと時

間が過ぎました。 
 久しぶりに会う方、熱く技術を語る方、く

だらない話しで笑い合う方々、近況を話し合

う方々等、それぞれリラックスして親睦を深

めました。 
 山本副代表幹事の中締めは、高知県技術士

会が解散するので衆議院の解散に習って、万

歳三唱で締めくくられました。 
―以上― 

 


